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翌
软
授
箸
.中

央

銀

行

と

金

融

市

場

大
判
五
西
三
十
j

rl
l

^

l

j

4

g
 

四
十
里
年
三
月
3 1
?

-#
駿
ネ
堂
發
彳

近
賭
我
邦
經
濟
政
策
の
諸
問
題
中
其
の
第
一
に
居
み 

最
％
世
a-

の
注
意
注
目
を
促
が
し
つ
、
ぁ
る
は
、
藎
し 

通
貨
金
融
に
千
す
る
問
題
に
過
ぐ
る
者
な
か
ら
八
。
物 

寶
の
異
常
な
る
^
;
、連
年
繼
續
せ
'
る
輸
人
昶
過
、祖
稅 

及
び
：公
偾
の
爾
方
®

に
®

け
る
財
政
問
題
"
是
等
は
何 

れ
名
通
貨
問
題
に
其
終
局
の
解
決
を
求
め
、
少
く
：
之 

と
最
緊
密
な
る
千
係
に
立
<
る
名
の
、
從

<
此
黠
.に
千 

す
る
論
議
妫
最
#

熾
盛
を
極
め
つ
、
ぁ
6

。
If
n

し
て
斯 

る
事
1

の
下
に
あ
6

<

免
れ
難
き
は
1%

弱
な
る
^
^
に 

立
I

輕
々
に
..下
し
忙
る
空
疎
な
る
論
斷
と"

爲
め

IP 

す
る
所
ぁ
力v

唱
ふ
る
信
用
し
難
き
偏
頗
論
の
夥
し
き 

事
是
な
3

。
吾
人
は
旣
に
ジ
ヤ
ー
ナ
9

ス
ト
の
論
靜
と 

73

听
謂
t

局
者
の
自
家
辯
讓
論
の
餘
6

多

き

に

困

殺

^

れ

f
o
之
を
救
夯
《
の
は
正
確
江
る
知
識
と
公
年
冷
靜 

な
る
判
斷
と
に
基
づ
け
る®

す
可
き
學
者
の
著
述
に. 

俟
っ
の
外
あ
る
可
ら
ず
。
堀̂

敎
授
の
新
著「
中
央
銀
行 

一
と
金
融
市
場」

は「

學
«
並
に
歷
史
の
爾
方
面
ょ
と
試 

み
允
る
標
記
の
問
題.に
千
す
る
包
括
的
硏
究
に
し
て
之. 

を
單
に
一
の
脖
事
問
題
®
と
し
て
待
遇
す
る
は
記
者
に 

於
て
名
勿
論
不
本
意
な
れf
 

$
、
.出
版
の«

機
の
故
を 

以
て
此
書
の
公
刊
を1

層
慶
夕
可
き
名
のi

な
す
理
由 

\

は
則
ち
之
あ
6

。
今
先
づ
其
分
量
的
内
落
を
云
へ
ば
全 

卷

五

畺

、
分
ち
てI I

論
及
^
各
論
の
ニ
篇
と
す
。
各
論 

ほ
更
に
之
を
英
蘭
鈒
行
、獨
逸
帝
國
銀
行
、佛
蘭
西
銀
行 

\

及
び
日
本
銀
行
の
四
韋
と
な
し
、
1
力
を
最
名
英
蘭
銀
行 

に
浊
ぎ
て
前
後
ニ
百'
»
を
之
が
爲
め
に
費
や
し
、
第
一 

靈
寶
ぴ
日
本
銀
行
亦
谷
百
頁
を
占
め
、
殘
餘
は
獨 

—

迤
帝
國
銀
行
と
怫
蘭
西
：銀
行
と
に
之
を
分
つ
.。
敎
授
の 

一

慕

礬

論

u

於

y

中
央
.龈
行
論
の
爲
め
に
割
かS

 

る
部
分
は
僅
孟
百
數
十
頁
に
過
ぎ
す
、
今
同
の
著
の 

論
述
が
如
何
に
群
細
多
方
面
な
る
可
き
か
は
今
其
落
稹



m

を
檢
し
把
る
の
み
に
て
？
窺
ふ
可
し
°

今
左
に
^
容
の 

1

斑
を
紹
介
す
可
し
。

總
論
は
先
づ
中
央
銀
行
な
る
者
、
意
義
を
說
明
し
紙 

幣
發
行
.

Q

獨
占
權
於
之
に
委
ふ
る
、
の
理
由
t

o
必
要
と 

を
說
き
、
此
獨
占
權
ょ
6

受
く
る
所
の
中
决
頷
行
の
利 

益
、
從
て
是
等
^

利
益
#

1

ハ
に
對
し
て
は
中
央
銀
行
f
c 

如
何
な
る
義
務
負
檐
を
加
へV

然
る
可
き
か
の
問
題
解 

説
せ
ら
る
。
而
し
て
總
論
第
こ
章
は
中
央
銀
行
の
職
分 

を
論
チ
。
中
央
銀
行
の
職
分
は
分
ち
て
之
を
一
般
的
營 

業
と
特
殊
的
職
務
の
ニ
と
な
す
可
し
。

一
般
的
營
業
に 

於
て
は
中
央
銀
行
S

普
通
銀
行
％
、
其
間
に
僻
等
根
本 

.的
の
差
異
あ
る
事
な
し
。
fc

>
中
央
銀
行
は
紙
幣
發
行 

の
特
權
を
有
し
國
庫
金
の
预
铊
を
受
け
、
又
市
中
銀
行 

が
交
換
差
決
濟
の
爲
め
叉
必
要
起
れ
る
場
合
資
金
の
融 

通
を
僻
か
ん
目
的
を
以
て
、

.¥

生
ょ
-o

預
金
を
爲
し
て 

當
座
勘
足
關
係
を
結
■び
置
く
が
爲
あ
、
單
1C

普
通
の
一 

銀
行
と
し
て
見
る
名
其
地
位
は
頗
る
重
大
な
を
の
あ
る 

點
よ
ろ
、其
營
業
は
特
に
愼
重
の
方
針
を
取
6「

健
全
な

る
銀
行
業
の
原
則」

.

を
嚴
守
す
る
の
必
要
あ
る
に
過
ぎ 

次
る
の
み
。
然
る
に
妓
に
中
央
銀
行
と
し
て
盡r

o
t

る 

可
か
ら
次
る
特
殊
の
業
務
あ
6

。何
ぞ
や
と
云
へ
ぱ「

中 

央
銀
行
は
金
國
に
於
け
る
準
備
金
の
貯
藏
池
杞
6

>
叉 

併
せ
て「

事
變
通
貨」

の
供
給
者
杧
ら
.次
る
可
ら
次
る
事 

是
れ
な
'CN」

而
し
て
此
目
的
を
達
す
る
手
段
の
第
一
は 

割
引
政
策
な
る
於
敎
授
は
總
ir

中
最
？
此
邊
に
力
を
注 

ま
、
割
引
政
策
の
由
來
と
其
必
喪
i

其
效
果
の
實
歷
と 

及
び
割
引
政
策
が
有
效
に
行
は
れ
ん
於
爲
め
に
は
或
程 

度
ま
で
發
達
し
女
る
割
引
市
場
於
存
在
し
而
し
て
銀
行 

手
形(

銀
行
宛
て
1C

振
出r

u

れ
、且
づ
之
に
依y

引
受
け 

ら
れ
允
る
手
形
.

)

の
寶
S

於

行

は

る

，
ゝ

を

必

翦

と

す

る
 

事
、
從
て
此
點
ょ
6

銀
行
の
期
限
付
手
形
引
受
を
許
3
 

^
る
米
國
の
金
融
市
場
と
歐
洲
の
金
融
市
場
と
の
問
に 

重
大
な
る
相
違
を
來
お
す
事
等
を
詳
論
せ
ら
る
0 

r
y
x 

然
ら
ば
割
引
政
策
に
は
何
等
の
弊
害
を
伴
は
次
る
.
か
i
 

云
ふ
に
決
し
て
然
ら
岁
、(

一)

中
央
銀
行
の
金
利
步
合 

の
變
動
を
顚
繁
な
ら
し
む
る
事
及
び(

ニ)

金
利
涉
&
の

175

最
高
限
と
最
低
限
と
の
差
違
を
甚
だ
し
於
ら
む
る
事
の 

1

一
弊
害
は
其
最
％
顯
著
な
る
名
の
な
6

と
し
<

實
?
紗 

ft

を
以
て
之
を
證
明
す
。
旣
に
此
の
如
く
割
5!
政
策
に 

伴
ネ
敝
升
#'
-

ぁ
6

と
す
忭
ば
之
を
避
け
て
而
於
其
目
的 

を
達
せ
し
む
可
き「

割
引
政
策
の
補
肋
手
段」

な
か
る 

可
ら
す
、
而
し
て
今
日
此
補
助
手
段
と
し
て
用
ひ
ら
る 

、
所
は(

一)

一
八
八
八
年
以
後
英
蘭
銀
行
に
於
て
屢
 々

行
64

、
叉
近
く
獨
逸
帝
國
銀
行
に
て
％
之
に
倣
呔
ん
と 

の
議
ぁ
6

牝
る
金
地
金
賈
入
價
格
の
引
上
及
ぴ
獨
逸
帝 

國
銀
行
の
行
分
金
地
金
輸
入
資
金
の
無
利
子
«

出(

ニ) 

英
蘭
銀
行
にy

行
^
公
債
寶
却
及
び
獨
逸
帝
國
鈒
行
の 

大
織
省
設
券
賣
出(

三)

金
地
金
輸
出
に
對
す
る
妨
害 

(

獨
逸
帝
國
銀
行
の
威
赫
、佛
蘭
西
銀
行
の
兌
換
手
數
料j 

等)
(

四)

金
爲
替
政
策(

金
貨
の
爲
替
手
形
質
入
。
獨
一 

逸
燠
®
國
伯
S

義
にv

行
は
る)

及
び(

五)

在
外
正
貨
一 

の
貯
藏
是
な
る
'が
、|

路
、#
、端
典
諸
國
に
於
て
採
用
せ 

ら
れ
、
殊
に
我
邡
に
於V

議
論
の
焦
黯
と
な
れ
る
此
最 

後
の
方
法
に
就
て
は「

-J
E

貨
準
備
維
持
の
補
助
手
段
と

批
#.
と
紹
介 

■

し
て
：
：
®.

ぢ
拙
劣」

な
る
方
法
と
評
し
12
:

6

。
第
一 

編
は
之
を
以
て
終
る
。

第1
1

鶯
第
一
章
英
蘭
銀
行
に
干
す
る
論
述
中
最
？
'記
者 

の
興
味
を
引
け
る
は「

英
蘭
銀
行
條
例
欧
正
の
問
題」
を 

論
匕
^

石
第
五
節
に
し
て
、此
問
題
に
千
す
る
意
見
、學 

說
、
事
實
等
は
殆
ど
遺
憾
な
く
紹
介
せ
ら
れ
ぁ
る
於
如 

し
0
11
,味
を
感
匕
^

る一

禀
實
は
、英
藍
銀
行
か
-̂

め
通 

货
主
義
の
極
端
に
走
る

1

八
四
四
年
の
條
例
に
束 

縛
せ
ら
れ
、
事
變
に
際
しV

.

通
貨
伸
縮
の
妙
用
を
爲
す 

事
能
は
次
6

し
が
爲
屢
々
制
限
外
發
行
を
認
め
以
て
之 

を
救
は
ん
と
の
說
ぁ
6

し
^p

近
年
全
く
其
跡
を
絕
て
る 

の
一
事
な
6

。
何
に
由
て
然
る5

：

と
一K

へ
ば
預
金
制
度 

小
切
手
取
引
の
發
達
ぁ
る
に
由
る
な
6

、
卽
ち
ニ
三
ニ 

頁
以
下
に
日
く「

卽
ち
英
國
に
<
は
預
金
制
度
特
i

の 

發
達
を
な
し
、
市
中
鈒
行
は
预
金
を
通
匕
て
小
切
手
取 

引
を
行
ひ
、
小
切
手
取
釘
に
依
つ
て
資
金
の
融
通
に
資 

す
る
と
同
滕
に
英
蘭
鈒
行
亦
其
發
行
部
に
比
しy

、
 

營
業
鄧
の
營
業
に
重
大
の
意
義
を
認
め
、
發
行
部
に
於

三
六
3



17

て
は
何
等
紙
幣
發
行
に
侬
て
市
場
に
資
金
を
供
給
す
る 

餘
地
な
き
場
合
に
營
業
部
は
贷
付
割
引
に
依
て
公
漆
に
, 

多
額
の
信
用
を
傲
ハ
ふ
れ
ば
公
衆
は
此
信
用
を
利
用
し
、
 

小
切
手
取
引
を
行
ひ

v

資
金
の
需
要
に
應
r

る
事
を
#

一
 

:

:

英
國
に
於
て
保
識
準
備
制
限
問
題
に
就
て
、
他
_

一
 

と
佥
然
趣
の
異
な
れ
ゐ
議
論
行
は
れ
制
限
外
發
行
の
謊 

近
胖
跡
を
絕
て
る
理
由
亦
明
白
な
3

と
す
可
し
：
.

•

今
. 

や
英
國
の
通
貨
把
る
名
の
は
小
切
手
に
し
て
錤
行
の
用
一
 

意
i

取
§

先
の
備
ふ
る
檐
保
物
と
に
依
て
自
*

に̂

8

一
 

し
英
蘭
龈
行
紙
幣
は
專
ら
雜
行
の
準
備
金
と
し
で
使
用 

せ
ら
.

る
、
に
於
て
は
紙
幣
發
行
法
に
對
ず
石
従
來
の
制 

限
に
非
難
を
加
へ
宇
、
.

叉
之
を
緩
和
せ
ん
^

せ
岁
、
否 

益
々
之
を
嚴
重
に
し
、
英
蘭
齦
行
紙
幣
を
し
て
地
金
引
.

換
識
書
-̂

ら
し
む
る
を
辭
せ
^

る
說
ぁ
6

」

と
。
以
て 

我
邦
と
事
情
の
全
く
異
な
る
を
見
る
可
し
。
今

」

ッ
之
一 

に
干
®

せ
る
槠
事
問
題
は
英
國
於
自
由
金
市
場
把
ろ
、

一
 

且
つ
英
國
銀
行
が
一
手
に
全
國
の
準
備
金
を
保
有
す
る 

よ
6

生
-̂

る
危
I

を
豫
防
せ
ん
於
爲
め
の
金
準
備
曾
加

問
題
な
-C

N。

而
し
て
敎
授
は
此
間
題
*

決

Q

責
任
あ
る

S

の
は
英
屢
府
、
藤

銀

行

、
市
中
銀
行
®

三
者
な

6

と

し

、

解

決

の

方

法

と

し

べ

傅

唱

さ

る

-
^
疋

種

以

方
 

法「
(

一)

英

藺

銀

行

の
.■保

證

準

備

制

限

を

紙

縮
ず
る
事
。

(
1
1)

政
府
が
保
管
す
る
預
金
に
準
備
金
を
備
へ
し
む
る 

事
。

(

三

)

英
蘭
銀
行
に
第
ニ
準
備
金
を
保
有
兮
し
0

る 

事
。

(

四)

市
中
銀
行
を
し
て
營
業
報
告
を
發
表
せ
し
む 

る
事
。

(

五)

英
蘭
銀
行
に
於
妙
石
市
中
銀
行
预
金
殘
高 

を
公
表
せ
し
ひ
る
事
。」

を
列
擧
し
、
之
に
對
す
る
詳
細 

«
石
論
評
を
加
へ
tc
•

り
。
田
心
ふy

此
一
節
は
辟
事
を
憂 

ふ
る
？p

の
に
最
3

有
益
な
る
材
料
を
供
給
す
る
事
が
&'
•

"

 

ん
。獨

逸
帝
國
鈸
行
に
就
ず
注
意
す
可
き
は
其
屈
伸
制
限 

紙
幣
發
行
法
ぶ
る
可
し
。
獨
逸
於
英
蘭
銀
行
，§

き

經
. 

驗
に
學
びI

八
七
五
年
の
銀
行
條
例
れ
制
限
外
發
行
の 

事
を
認
む
る
や
當
婶
最
^

合

理

：的

の

制

度

と

匕

.て 

の'
稱
讃
を
傅
し
女
る
^

如
じ
、.
而
於
$
此
學
理
的
發
行 

法
は
爾
來
其
運
用
宜
し
き
を
得
^

、
濫u

制
限
外
發
行

m

を
行
ひy

之
を
囘
收
す
る
事
困
難
と
な
れ
ば
屢
保
證
準 

傲
制
限
獷
張
を
行
ひ
て
、
從
來
の
制
限
外
發
行
を
制
限 

內
發
行
i

し
てJ

赌
を
彌
縫
し
、_
結
局
兌
換
の
基
礎
を 

!1

弱
な
ら
し
め
來
れ
る
は
微
逸
帝
國
銀
行
四
十
年
來
の 

經
驗
な
6

。
第
二
章
第
三
節
は
此
制
限
外
發
行
の
沿
革 

を
述
べ
て
詳
細
を
極
0

。
千
九
百
九
年
鈒
行
憾
例
改
正 

に
當
6

保
證
準
備
の
獷
張
が
四
億
七
千
一
一
百
八
十
ニ
萬 

九
千
馬
克
に
引
上
げ
ら
れ
僅
か
に
七
千
七
百
十
七
萬
一 

千
馬
克
の
擴
張
に
止
ま
ろ
し
は
獨
逸
當
局
者
於
此
に
見 

る
所
あ
6

fc

る
に
由
石
名
の
な
る
於
、
之
と
同
時
に
此 

條
例
改
IE

に
於
て
看
過
す
可
ら
^
る
は
新
條
例
が
ニ
億 

馬
克
を
限
り
且
つ
侮
年
一
一
一
月
六
月
丸
月
十
ニ
月
の
各
月 

無
於
<

に
末
稅
制
限
外
發
行
ヶ
認
め
^

る
事
に
し
て
、

.

. 

是
れ
紙
幣
發
行
に
一
新
例
を
開
く
g

の
な
6

。
堀
江
敎 

授
は
此
改
3H

に
養
成
す
可
き
理
由
を
見
宇
、
甸
年
の
#

 

融
季
節U

於
け
る
需
要
の
增
加
に
對
し
て
は
豫
め
準
備 

の
途
あ
6

、
且
つ
_發
行
税
率
高
き
に
過
ぐ
と
ぁ
ら
ば
之 

を
低
減
せ
ば
可
な
ら
ん
の
み
。
每
同
小
半
季
に
斯
く
保

泚
鄯
と
湖
介

證
準
備
制
限
の
一
半
に
近
き
高
ま
仑
«

«

制
限
外
發
行
，
 

を
許
す
は
兌
換
制
度
の
象
全
：を
傷
け
2'
'

る
能
は
梦
、
保 

j

證
準
備
の
擴
張
を
少
許
に
止
：め̂

る
主
旨
名
之
於
爲
め

• 

に
沒
却
さ
石
可
し
と
論
卞
。(

三
八
四
贾)

：
 

此
外
獨
逸
'銀
行
制
度
改
良
問
題
、
及
€

佛

蘭

孩

銀

‘
行
ノ

 

，
、 

に
關
す
る
都
分
に
關
す
る
所
感
に
織
て
云
は
ん
と
欲
す 

る
所
あ
れ
ど
名
之
を
略
し
、
最
後
に
我
國
の
兌
換
制
度 

に
關
す
る
敎
授
の
見
解
を
窺
ふ
可
し
。敎
授
は
日
く
、余 

は
妄
ク
r

悲
觀
消
極
め
說
を
唱
ふ
.る
事
を
好
せ
宇
と
雖 

名
兌
換
制
度
の
問
題
に
就
て
は
政
府
财
從
來
の
政
策
を 

改
めf

o

る
限
ち
悲
觀
說
に
同
せ
次
る
金
得
岁
と
。
然
ら 

ば
我
兌
換
制
度
の
病
弊
は
果
し
て
那
邊
に
存
す
る
か
、

.

答
へ
て
日
く
日
本
銀
行
の
兌
換
#

が
#

換
制
度
-I
C

最
，P

 

重
ん
ず
可
き
自
動
的
伸
縮
の
機
能
を
失
へ
る
事
是
な 

I

 

6

.

0而
しy

兌
換
券
の
伸
縮
性
缺
如
は
正
貨
準
備
の
紙

幣
に
就
て
ん
保
證
準
備
の
紙
幣u

就

て

ォ

同

匕

く

然

る
.

、
 

^
6

0
而
し
て
此
原
因
と
し
て
擧
ぐ
可
き
名
の
一
に
在 

外
並
貨
ニ
に
政
府
の
财
政
策
な
6
。
在
外
疋
貨
の
保
有

三
六
五



11

壓

 

圖

 

圖

、

_
論 !

||II
I I
i
■

|
I
、差*
k

批評と紹介

m

は
日
本
銀
行
の
芷
貨
準
備
ど
し
て
自
然
の
伸
_

を
失 

は
し
め
、
31
政
府
の
財
政
策
は
公
債
市
價
の
關
係
ょ
6 

强

s

て
日
銀
の
割
引
步
合
を
低
か
ら
し
め
、
又
强
い
て 

流
動
公
債
を
引
受
け
し
め
、
兌
換
券
の
膨
脹
を
來
女
さ 

し
む
。
金
融
寬
漫
杧
る
に
制
限
外
發
行
絕
へ
ぎ
る
の
奇 

觀
は
此
く
し
て
說
明
せ
ら
る
可
き
な
6

。
而
し
て
此
狀■ 

態
^
救
ふ
可
き
手
段
と
し
て
堀
江
敎
授
の
提
說
す
る
處 

I

は
第
一
に
在
外
正
貨
の
療
棄
第
ニ
に
割
引
政
策
の
適
用 

な
6

。
我
邦
は
元
i

世
界
金
融
市
場
の
中
心
を
離
る
、 

と
遠
き
を
以
て
割
引
政
策
の-

兒
全
な
る
奏
功
は
固
ょ
6
 

豫
期
す
可
ら
ず
と
離
、
而
か
名
確
か
!c

或
程
度
ま
で
正 

貨
を
嗳
引
す
る
の
カ
あ
る
は
疑
ふ
可
か
ら
梦
と
云
ふ
。

以
上
は「

中
央
銀
行
と
金
融
市
場」

の
一
斑
を
摘
記
し 

t

る
に
過
ぎ
^

る
な
6

。
堀
江
敎
授
の
著
作
の
價
値
に 

就
て
は
世
旣
に
定
評
あ
6

敢
て
贅
せ
屮
。

(
1

一

L

小
孫
信)

イ
シ

肇ャ

S i
資
本
及
利

步

合

河
上

明
殆
四
十
五
年
一
月1

ヨ
六
六

.
沐
書
は
米
國
尤
丨
ル
大
學
敎
授
フ

J
シ
ャ
I

氏 

(
I
r
v
i
n
g

 

F
i
s
h
e
r)

の
著
述
に
係
る 

『

資
本
及
所
得
の
ft
fi』

'

H

?
 

.
N
a
t
u
r
e

 

o
f

 

C
a
p
i
t
a
l

 

a
n
d

 

i
n
c
o
m
e
)

 

t
c

『

利
子
步
合』

(
T
h
e

 

R
a
t
e

 

o
f In

t
e
r
e
s
t
)

と
の
，1

1
書
を
抄
譯
し
之
に
隨
所
に
評
釋
者
の
«
解
と
批 

評
と
を
加
へ
^

る
名
の
な
6

。

原
著
者
フ
ィ
シ
ャ
ー
氏
は
現
今
世
界
®
指
の
理
論
經 

濟
學
者
に
し
て
、
其
#

校

H

 

I

ル
大
學
に
在
り
て
少
數 

の
專
攻
生
を
相
手
に
高
等
經
濟
原
理
を
講
述
し
っ
、
ぁ 

6

て
猶
ほ
春
秋
に
富
め
/
ジ
。
厌
は
千
八
百
八
十
八
年
エ 

I

ル
大
學
高
等
普
通
科
f

-主
席
に
て
卒
業
し
、
次
で
九 

十

一
年
六
月
迄
三
ヶ
年
間
同
校
研
究
科
に
於
て
數
學
を 

專
攻
し
杧
る
が
、
硏
究
科
在
學
中
或
る
日
兼
ね
て
ょ
6
 

米
國
屈
指
の
經
濟
學
著
に
し
て
且
つ
世
界
有
數
の
名
敎 

師
な
6

と
聞
き
届
杧
る
同
校
の
經
濟
學
併
1

政
治
學
の 

敎
授
サ
ム
ナ
ー
敎
授
の
_

義
を
傍
9#

し
杧
る
に
、
聞
き 

し
に
勝
る
サ
ム
ナ
1

氏
の
該
博
な
る
學
殖
と
明
哳
の
頭

.

と
は
象
生
蹄
代
に
天
才
の
譽
れ
高
於
、
6

し
プ
ィ
シ 

ヤ
ー
氏
C

非
常
の
刺
戟
を
興
へ
、
氏
は
衷
心
よ
6

師
事 

す
る
に
足
る
一
大
敎
師
を
發
見
し
把
I

喜
够
、
表

一
 

よ
6

日
々
サ
ム
ナ
1

敎
授
の
講
義
を
傍
聽
し
け
る
'が
、

蠊
て
硏
究
科
の
第
三
年
生
と
な
ろ
、
愈
々
ド
グ
ト
ル
、

オ
ブ
、
ブ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
の
學
位
に
#
す
る
論
文
の
ル
題
一 

を
選
揮
す
る
に
當
り
、
旣
に
ザ
ム
ナ
丨
氏
の
感
化
を
受 

け
數
學
よ
'̂
名
經
濟
學
に
趣
味
を
多
く
有
す
る
に
至
り

一
 

居
し
を
以
て
、
#

は
數
學
專
攻
坐
な
る
に
名
拘
は
ら
j
 

サ
ム
ナ
ー
氏
i

の
下
，

U

經
濟
學
に
關
す
る
®
文
を
提 

B

し
C

溥
士
の
學
位
を
受
領
し
^

6

。
其
論
文
を
題
t
 

C

、1

馗
及
物
價
に
關
す
る
數
理
的
研
究』

(
M
l
e
m
.

 

\
a
i
i
c
a
l
-
I
n
v
e
s
t
i
g
a
t
i
o
n
.
s

 

i
n

 

t
h
e

 

I
h
e
c
r
y

 

o
f

 

V
a
l
u
e

 

a
n
d

 

>1 

p
r
i
c
e
s
T
J

云
ひ
、
ゼ
ボ
ン
ス
氏
の『

經
濟
理
論』

併

に

j 

ア
ウ
ス
ピ
ッ
チ
、
リ
！
ベ
ン
の『

物
價
論』

を
立
脚
地
1

\ 

し
.

v

、
價
値
反
ぴ
物
價
に
關
す
る
破
夭
荒
の
f

a

か
硏 

淹
を
*

す
。

.

氏：
^
硏
究
科
岸
業
後
エ

t
ル
大
學
に
<
數
學
の
m
ii
l

那
.評
.
と
紹
介
.
.
'
.

と
な
ん
數
牢
後
助
敎
授
.に
異
進
し
杧
る
が
、
其
間
常 

U

陘
濟
學
を
硏
究
し
、
遂
に
千
八
有
九
十
六
年
に
^

'

 ̂

經
濟
學
助
敎
授
に
轉
任
し
、
千
八
西
九
十
九
S

濟
筹,

敎
授y

昇

任

せ

-
^
。

 

、

尤
丨
ル
大
學
に
て
羅
を
執
る

1

4

ょ
り
氏

ま
時
々
刻
々『

工
！

ル
*
レ
ビ
ユ』

、『

ダ
才
タ
リ
®
、シ
ヤ
ー

バ
”

才\

1

ラ
ミ
グ
ス

3

ブ

ミ

^

ジ
ヤ
ナ 

1
ル』

等
に
經
濟
學
.に
關
す
る
論
文
を
寄
稿
せ
ら
れ
甘 

る
が
、.
斯
學
に
關
す
る
著
書
と
し
て
は
、
千
九
百
六
年 

c

i
本
及
所
得
の
性
質』

、
千
九
西
八
年
に
は『

刺
子 

步
合j

を
發
表
せ
ら
れ
' 
千
九
百
十
ー
年
に

; !
^
 

三
の
著
書『

貨
幣
の
I

ハ
カ

』

を

上

梓

し

；
;

^

、
、 

及
所
晷
の
性
質』

に
<
は
經
濟
學
の
极
オ
|
念

殊

_

 

『

資
本I

及『

所
得』

の
槪
<
f
明
確
に
爲
し
、
且
つ
科
學 

的
推
理
を
用
ねV

兩
者
の
關
係
を
硏
究
せ
6
。
第
二
の 

I

『

利

子

步

鲁

ジ

ョ

ル
グ
.
の
著
書
を
出
發
點
と
し
て
在
來
の
各
9

の
和
牢
I
 

.

の
論
旨
を
•取
捨
し
、
各
其
の
長
所
を
給
合
し
、
之
に
著

H

六
七


